


































１．調 査 の 概 要
-1-
（１）調査の目的 







小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
【中学校調査】 




















   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 29 年 4 月 18 日（火） 
   
【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 








【中学校調査】             


























公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 







公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人





















































































































































































































































児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,012,542 人 11.2 問／15 問 74.9% 12.0 問 2.8 13 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）      正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                      正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 






話すこと・聞くこと  1 69.3 
書くこと  2 60.7 
読むこと  3 70.4 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 11 78.1 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度  0  
話す・聞く能力  1 69.3 
書く能力  2 60.7 
読む能力  3 70.4 
言語についての知識・理解・技能 11 78.1 
問題形式 
選択式  9 71.9 
短答式  6 79.6 




























































































































１ 3・4オ ○ ○ 69.3 0.1
２一 5・6ウ ○ ○ 79.7 0.1
２二 5・6イ ○ ○ 41.6 0.3






































































































































児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,012,360 人  5.2 問/9 問 57.6％ 5.0 問 2.2 6 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）      正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 






話すこと・聞くこと 3 65.1 
書くこと 5 53.5 
読むこと 3 49.4 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 0  
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度 3 41.9 
話す・聞く能力 3 65.1 
書く能力 5 53.5 
読む能力 3 49.4 
言語についての知識・理解・技能 0  
問題形式 
選択式 5 64.7 
短答式 1 69.4 



























































































































１一 5・6イ ○ ○ 77.3 0.5
１二 5・6イ ○ ○ 69.4 3.8
１三 5・6イ
5・6
ウ ○ ○ ○ ○ 48.6 2.5
２一 5・6イ ○ ○ 71.0 0.7
２二 5・6エ ○ ○ 71.1 3.1
２三 5・6ウ ○ ○ ○ 33.2 2.8
３一 5・6エ ○ ○ 76.0 2.5
３二 5・6オ ○ ○ 28.2 3.2
３三 5・6ウ
5・6
















































 の       に入る内容を，中学生からの【アド
 バイス】を基に書く
 「きつねの写真」を読み，登場人物の相互関






































































































［国語Ａ］                             ［国語Ｂ］ 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数）    正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 
        
























































全国（公立） 999,498 57.5 5.0 2.2
大都市 264,158 58.5 6.0 2.2
中核市 154,243 58.0 5.0 2.2
町村 87,822 56.1 5.0 2.2
その他の市 492,907 57.0 5.0 2.2



























［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
     
 












［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
   
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）        正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 
     
○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 




















































［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
















































































































資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」










































１ １ １ と解答しているもの 7.2
２ ２ と解答しているもの 6.3
３ ３ と解答しているもの 69.3 ◎





















Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
話合いの目的を再確認し，計画的に話合い












































２ 一 １ １ と解答しているもの 1.1
２ ２ と解答しているもの 79.7 ◎
３ ３ と解答しているもの 18.4





















２ 二 １ １ と解答しているもの 9.0
２ ２ と解答しているもの 22.0
３ ３ と解答しているもの 25.8













問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
















































































































































・学研辞典編集部 編『年中行事・記念日事典』（2004年12月 株式会社 学習研究社）
・著者 深光富士男 監修 竹内誠『日本の年中行事 ５月・６月』
（2004年３月 株式会社 学習研究社）
・編者 加藤迪男『記念日の事典』（1999年９月 株式会社 東京堂出版）






















４ 一 １ １ と解答しているもの 4.5
２ ２ と解答しているもの 10.2
３ ３ と解答しているもの 79.5 ◎
４ ４ と解答しているもの 5.3
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.4
二 １ １ と解答しているもの 57.1 ◎
２ ２ と解答しているもの 7.0
３ ３ と解答しているもの 6.0








































































































































５ ア １ １ と解答しているもの 5.5
２ ２ と解答しているもの 3.6
３ ３ と解答しているもの 90.1 ◎
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.8
イ １ １ と解答しているもの 10.8
２ ２ と解答しているもの 83.8 ◎


























































































































６ １ １ と解答しているもの 71.3 ◎
２ ２ と解答しているもの 3.6
３ ３ と解答しているもの 4.8


































・編者 鶴見俊輔 安野光雅 森毅 井上ひさし 池内紀『ことばの国〈新・ちくま文学の森
14〉』（1995年10月 株式会社 筑摩書房）


























































(5) １ 「置（いて）」と解答しているもの 77.0 ◎
９ 上記以外の解答 11.4
０ 無解答 11.7






































１ にちじ ２がつ19にち（げつ）～２がつ22にち（もく） １ 日時 ２月19日（月）～２月22日（木）
10じ25ふんから10じ45ふんまで 10時25分から10時45分まで
２ しゅうごうばしょ ２ 集合場所
たもくてきルーム 多目的ルーム
３ さんかたいしょう ３ 参加対象
４ねんせいのきぼうしゃ ４年生の希望者
４ もうしこみきげんともうしこみほうほう ４ 申しこみ期限と申しこみ方法





























































































１ 一 １ １ と解答しているもの 4.0
２ ２ と解答しているもの 8.5
３ ３ と解答しているもの 77.3 ◎




























































































































































































































































































































２ 一 １ １ と解答しているもの 18.8
２ ２ と解答しているもの 3.3
３ ３ と解答しているもの 6.2














































































２ 二 １ ① と解答しているもの 5.0
２ ② と解答しているもの 9.7
３ ③ と解答しているもの 71.1 ◎




















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
提示された資料を読み取った上で，相手に
Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
Ｈ25Ａ４ア 「言葉の使い方」に関する資料を読み取り， 72.6％ P.25～P.27 P.36～P.39



































































































































































































































３ 一 １ １ と解答しているもの 11.7
２ ２ と解答しているもの 76.0 ◎
３ ３ と解答しているもの 5.0





































































































































１ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①について，【話 30.4 ◎
し合いの様子の一部】で示されている叙述以外を取り上げているもの




































































Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～P.26 P.35～P.37
Ｈ27Ａ６
登場人物の関係についての説明として適切
67.7％ P.28～P.30 P.41～P.43
なものを選択する
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.13～P.14
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.８
学習指導に当たって
物語を読み，叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる
○ 日常の読書においては，今までの読書経験を踏まえ，叙述と自分の体験や他者の解釈と
を結び付けたり，他の作品と比べたりして読むことで，より豊かに想像することができると
考えられる。
叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる際，その叙述を見付けるためには，
場面の展開に沿って，登場人物の言動や心情の変化を捉えて読む必要がある。さらに，高学
年では象徴性や暗示性の高い表現や内容，メッセージや題材を強く意識させる表現や内容な
ど，感動やユーモア，安らぎなどを生み出す優れた叙述に着目して読むことが大切である。
具体的には，色や情景などの描写から受けるイメージを交流することなどが考えられる。本
問においては，「あたりの木がいっせいにざざっとゆれて」，「林の木がこだまするように」
などの情景描写から，「不思議な感じがする」，「何かが起こりそうな感じがする」などと捉
えることができるように指導することが考えられる。
また，一つの場面の叙述だけを対象とするにとどまらず，複数の場面の叙述を相互に関係
付けながら読むことができるようにすることが大切である。具体的には，物語全体を見通す
ことができるような学習シートを用いたり，感想を記入したカードやノートを活用したりし
ながら，どの叙述に着目したのかを明確にすることができるように指導することが考えられ
る。本問においては，「山野さんは、むかいあったふたりをぱちりとうつしました」と「き、
きつねの写真だ」，「むかいあった大きなきつねと小さなきつね」などの複数の叙述を関係
付けて読むことが考えられる。
さらに，それらの叙述を取り上げながら，「叙述を基にしてどう考えたのか」を交流する
ことで，それぞれの考えが自分の体験や読書経験に基づいていたり，他の叙述と関係付けら
れていたりすることに気付くことができるように指導することも大切である。
※出典等
・著者 あまんきみこ『あまんきみこセレクション② 夏のおはなし』
（2009年12月 株式会社 三省堂）
による。
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